ハラスメントに関するアンケート　集計結果
ハラスメント対策委員会
【調査期間】
　2025年8月26日～9月26日
【調査対象/回答者数（回答率）】
　対象者数263名/回答者数149名（回答率56.6％）
【あなたはこれまでに、ハラスメントを受けたことがありますか？】
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　 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



➡男性・女性ともに、30～40歳代で最も多く、全体の30.2％の者がハラスメントを受けたことがあると回答した。
【それは、どのようなハラスメントでしたか？（複数回答可）】
[image: image3]
[image: image4.emf]【その他の内容】

・スメルハラスメント

・冗談だとしても笑えない事を他のスタッフがいる中で言われる。

・仕事をおしつける

・上司からの叱責

・部署移動

・集団での無視

・無視、あからさまな不機嫌な態度、自分がいないような態度、恫喝、物を投げる、机を叩く

・夜勤チーフの数が増えた

・基本給を理由なくいきなり下げられた。説明なく精勤手当をなくされた。印を押した契約内容を説明なく変えられ

た。給料計算が信用できない。

・そんなことも分からないの？辞めたら？と言われた

・個人に指導すればいい内容をメールなどで共有された、メールでの嫌な言葉


➡「パワハラ38.6％」「態度22.7％」の割合が多く、次いで「カスハラ15.9％」「暴言13.6％」が続いた。
【あなたが、ハラスメントを受けた際、理由となったことはありましたか？】
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



➡ハラスメントを受けたきっかけは「思い当たらない66.6％」の割合が高かった。
【それは、どのようなきっかけでしたか？】
[image: image1]
【あなたが、ハラスメントを受けたことで、生活上に変化はありましたか？】


[image: image6]
➡ハラスメントを受けたことによって生活に支障があった者は、全体の63.1％であった。
【どのような変化がありましたか？（複数回答可）】

[image: image7]
➡「出勤することが憂鬱になった24.6％」が最も多く、次いで「自分が価値のない存在になったと感じた13.7％」「心身に不調をきたした13.0％」であった。
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【あなたはこれまでに、同じ職場の人がハラスメントを受けているのを見たことはありますか？】

[image: image8]
➡ハラスメントを受けているのを、全体の39.7％の者が見ていたと回答した。
【あなたが、ハラスメントを受けた・見た際に、誰かに相談しましたか？】
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



➡ハラスメントを受けたことを、71.4％の者が誰かに相談していた。

【それはどなたですか？（複数回答可）】

[image: image10]
➡相談相手として、「職場の同僚39.4％」が最も多く、次いで「職場の上司・先輩25.8％」「家族18.8％」「職場以外の友人・知人15.2％」であった。
【最後に、ハラスメント対策委員会にどのような活動を望みますか？（自由記載）】
●アンケートの実施に関して
　・定期的にアンケートを実施してほしい
　・アンケートは意味があるのか？犯人探しがしたいだけなのではないかと思う
　・個人を特定できてしまうアンケートなので安心して記入できない
　・部署名なども自由記載でいいと思う
●相談や窓口に関して
・相談窓口があっても情報が洩れる事が多く相談しにくい
・相談や通報に対して放置せずに対応してほしい
　・気軽に相談できる機会や窓口や体制づくり
　・まず誰に相談すればいいのか、皆が分るようにしてほしい
●勉強会や研修に関して
　・ハラスメントがどのようなものなのか、周知する勉強会の開催
　・事例集
●対応に関して
・相談や通報に対して放置せずに対応してほしい
・有事の際に早急に対応してほしい

　・楽しい環境にしていただきたい
　・プライバシーの保護とカウンセリング、変な噂ではなく正確なことを明確にしてほしい
　・相談した事、ハラスメントの加害者などを秘密にしてほしい
　・ハラスメントを職員間で解決することは難しいと思うが、どちらか一方の話だけで判断することなく、公平に話を聞いて判断してほしい
　・患者を守ることも大事だが、スタッフの事も守ってほしい
●その他
　・スメルハラスメントに対する対処方法を教えてほしい

　・パワハラをする側の意識調査
　・法人の顧問弁護士に無料相談できるようにしてほしい
　・取り締まりを強化してほしい
　・管理職を除いて委員会を運営するべきだと思う
　・役職だけが問題ではないと思う

　・本当に職員の事を考えているとは思えない。何も変わらないと思うが、職員に説明と同意もなく、決まり事を変更するのはどうなのかと思う。基本的な事をしっかり行えるように活動してほしい。

　・内部事情を上司又は内部の人間には話せないため、外部に設けてほしい
　・特になし
【まとめ・考察】

昨年度まではアンケート内容がカスタマーハラスメントのみであったが、本年度はハラスメントとして、アンケートを実施した。ハラスメントを受けたことがあると回答した職員は30.2％であった。その内容としては、パワーハラスメントの割合が多かったが、暴言や態度、入院・入所患者やその家族からの対応場面など多岐にわたり、仕事をするうえで様々な場面で見られていることが分かった。
実際にハラスメント受け、出勤することが憂鬱になったなど日常生活に支障がでた職員が63.1％となっている。特に30～40歳代、看護職や介護職で多く、日常生活に支障を来しながらも、継続して業務を行っていることが分かる。当法人では満足度調査も行われており、反映される可能性もある。その際には委員会での対応も必要となってくるのではないかと考える。
ハラスメントを受けているのを見たことがあると回答した職員のうち、71.4％が誰かに相談しており、半数以上が職場内である事が分かった。委員会に対しての要望を見ると、上司や先輩に相談しているが対応や対策に関しては不十分な部分もあるのではないかと思う。
また10～20歳代では「ハラスメントを受けたことがある」「見たことを誰かに相談した」などの回答が低かった。実際には受けたことはない、見たことがないのかもしれないが、ハラスメントとして認識していないのではないかとも考えられる。職員に対しての勉強会や研修、事例集などの掲示などはこれからも必要なのではないかと思う。

今年度からはカスタマーハラスメントからハラスメント対策委員会として運営していくこととなり、アンケート内容も大幅に変更した。また前年度の反省点を踏まえて、アンケート回収方法も変更して実施したが、回答率は前年度よりも低かった。次年度は今年度の反省点を生かし、継続して取り組んでいきたい。
今回、ハラスメントに関する意識調査を実施し、我々医療従事者は仕事をしていく上で、常にハラスメントを受ける、知らないうちに与えてしまう場面に接しており、今後もハラスメントの実態を把握し、対応していく上で定期的にアンケートを実施していく必要がある。
●内容


・上司の気分、相手の気分やタイミング


・意見したこと


・仕事が遅い、考えて業務にあたらない


・同僚での不仲


・自分自身の能力の問題


・業務上のミスをしたとき


・簡単な質問に答えられなかったこと


・患者から必要以上に怒鳴られた


・休職期間後


・本人にやめてくださいと話したから


・会議や部署間でのやり取りの際


・同じ部署の人の不正行為の指摘


・何をしたのか記憶がない


・わからない


・言いたくない





●その他の内容


・転職はしたくないのにしなければならないのか不安がよぎった


・病院に通院している


・答えたくない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


・この職場で働いても大丈夫か不安


・そのスタッフがいるだけでイライラした。


・自分らしく生きられない
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